


要約:ハイリスク児を扱う全国の 301 の新生児集中治療施設でケアを受けた 1990 年出生の

極小未熟児で、慢性肺疾患発症例のうち、厚生省研究班病型分類でⅠ型とⅢ型に分類され

た例について、管理法改善に資するため出生前のケアについて調査を行った。Ⅰ型 234 例、

Ⅲ型 124 例、計 358例について解析を行った。Ⅰ型例では出生前に母体にグルココルチコ

イドが投与されたのは 21 例で、死亡、酸素投与期間、人工換気期間などに非投与群と比

較して有意な差は見られなかった。しかしⅢ型では 24 例にグルココルチコイドが出生前

に投与されており、投与群で酸素投与期間と人工換気期間の有意の短縮を認めた。Ⅲ型例

では出生前からの管理が重要である。


